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知財業務における生成 AI 活用マニュアル

【レベル 2：実践編】 

1. はじめに：本マニュアルの目的と位置づけ 

本マニュアルは、知的財産部が生成 AI を日常業務へ本格的に統合するための実践

的ガイドです。特に、AI 活用の「レベル 2：業務適用フェーズ」に焦点を当て、具体的

な手順と戦略的意義を解説します。 

AI 活用の「レベル 2」とは、単に公開情報を利用する「レベル 1」から進化し、自社専

用のセキュアな環境下で機密情報（未公開アイデア、社内レポート等）を安全に活用

する段階を指します。この移行は、単なるツール導入に留まらず、知財業務の質を根

本から変革し、戦略的価値を創出するための重要な戦略的ピボットです。 

レベル 2 が目指すのは、戦略的マトリクスにおける「効率化」と「高付加価値化」の両

立です。レベル 1 では既存業務の効率化に留まりがちですが、レベル 2 では機密情

報を活用することで、効率を最大化しつつ、従来は不可能だった高度な分析を実現す

る「右上の象限」へと本格的に参入します。 

• 効率化 (Efficiency): 従来数週間を要していた調査や分析業務の工数を劇的

に削減し、業務スピードを加速させます。 

• 高付加価値 (High Value-Add): 人間の力だけでは困難だった、多角的かつ

深層的な分析を可能にし、これまで到達できなかった質の高い戦略的意思決

定を実現します。 

本マニュアルでは、この両軸の価値を最大化するための具体的なユースケースを提

示し、明日からの業務変革を支援します。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

2. ユースケース①：出願戦略シミュレーション 
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従来の出願戦略は、先行技術調査に多大な時間を要し、断片的な情報から全体像を

推測することが一般的でした。本ユースケースでは、自社の未公開技術という最も重

要な機密情報と、膨大な公開特許データを AI で瞬時に掛け合わせることで、出願戦

略の立案プロセスそのものを革新します。 

目的 

自社未公開アイデア＋公開特許を組み合わせた出願戦略立案 

プロンプト構築ガイド 

効果的なアウトプットを得るためには、以下の 3 つの要素をプロンプトに含めることが

重要です。 

1. 役割の指定: 指示の冒頭で、AI に「あなたは優秀な知財戦略アナリストです」

といった役割を与え、専門的な分析を促します。 

2. 機密情報の入力: 「以下の自社の秘密技術アイデアを入力します：」という前

置きの後、分析対象となる未公開の技術アイデアの概要を記述します。 

3. 具体的な指示: 比較対象（公開特許群）と求めるアウトプット（最適な出願タイ

ミングと国別優先度）を明確に指示します。 

プロンプト例 

「以下の自社秘密技術アイデアを入力します：[ここに秘密アイデアの詳細を記述] 

これに関連する公開特許群と比較し、最適な出願タイミングと国別優先度を提案して

ください。」 

期待される成果 

• 効率化のインパクト: 外部調査依頼 2 週間 → 即時 

• 高付加価値の創出: 

o リアルなシナリオ策定: 秘密情報である自社アイデアを起点とすること

で、机上の空論ではない、現実に即した出願シナリオを複数検討でき

ます。 

o 戦略の最適化: 顧客ニーズ、競合の特許出願動向、最新の技術トレン

ドといった複合的な要素を AI が総合的に分析し、事業貢献度が最も

高い出願戦略を導き出します。 
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プロセス変化 

従来プロセス AI 活用プロセス 

1. アイデア記述書作成（1 日） 1. アイデア＋関連キーワードを AI に入力 

2. 外部調査会社依頼（1 日） 2. AI 処理：公開特許との即時比較分析 

3. 先行技術調査実施（1-2 週間） 3. 複数出願シナリオ・国別優先度の即時提案 

4. 社内で出願検討会議（半日）  

5. 出願戦略策定（1-2 日）  

合計：数週間 合計：即時 

出願戦略の意思決定を高速化することで得られた時間を、次なる課題—競合他社の

動向をより深く、多角的に分析することに振り向けます。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

3. ユースケース②：秘密資料を含む競合分析 

現代の競合分析は、公開情報だけでは表面的な理解に留まりがちです。本ユースケ

ースは、AI を活用して社内に蓄積された機密性の高い調査レポートと、日々更新され

る公開情報（特許、ニュース等）を統合し、競合企業の戦略を立体的かつ未来志向で

評価することを目的とします。 

目的 

社内レポート＋公開特許・ニュースを統合し、競合の強み・弱みを精緻評価 

プロンプト構築ガイド 

深い洞察を得るためには、プロンプトに以下の要素を盛り込みます。 

1. 役割の指定: AI に「あなたは競合分析の専門家です」といった役割を与えま

す。 

2. 機密情報の入力: 「以下の社内調査資料を入力します：」という前置きの後、

分析の基盤となる社内レポートの要点を記述します。 
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3. 具体的な指示: 分析の対象（A 社）、期間（5 年視点）、重点領域（サステナビ

リティ技術領域）、そして求めるアウトプット（強み・弱みの評価）を明確に指定

します。 

プロンプト例 

「以下の社内調査資料を入力します：[ここに秘密レポートの要点を記述] 

この情報と公開データを統合分析し、A 社の強み・弱みを 5 年視点で評価してくださ

い。特にサステナビリティ技術領域に注目してください。」 

期待される成果 

• 効率化のインパクト: 資料突合せ 3 日 → 0.5 日 

• 高付加価値の創出: 公開情報だけでは決して見えてこない、競合の真の戦略

意図や潜在的なリスクをあぶり出すことができます。このダッシュボードは、当

社の社内秘密レポート、公開特許情報、市場ニュースという 3 つの異なる情

報源を AI が統合し、相関関係を抽出することで生成され、他の手段では得ら

れない包括的な視点を提供します。AI による分析結果は、以下のような統合

ダッシュボードとして可視化され、戦略的意思決定を支援します。 

o 特許ポートフォリオ分析: 競合の技術的な強み・弱みを可視化 

o 製品ロードマップ予測: 秘密情報と公開情報から次世代の製品展開を

予測 

o リスク要因マッピング: 潜在的な事業リスクや知財リスクを早期に発見 

o 協業・M&A 候補発見: 自社とのシナジーが見込めるホワイトスペース

（機会領域）を特定 

競合という外部環境の分析から、次は自社の内なるイノベーションを加速させる手法

に焦点を移します。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

4. ユースケース③：発明創出ワークショップ支援 

従来の発明創出ワークショップは、参加者の知識や経験に依存し、同質的なアイデア

に陥りがちという課題がありました。本ユースケースでは、AI を創造的パートナーとし



 5 / 8 
 

て活用し、一つの技術課題に対して異分野の知見を融合させることで、アイデアの量

と質を飛躍的に高め、イノベーションのプロセスを加速させます。 

目的 

秘密技術課題から用途展開案や解決策を抽出 

プロンプト構築ガイド 

AI から多様で質の高いアイデアを引き出すためのプロンプト設計は以下の通りです。 

1. 課題の入力: 「当社の秘密技術課題について入力します：」という前置きの

後、具体的かつ詳細に技術的課題を記述します。 

2. 多様性の要求: 「異業種での応用可能性を含め」という一文を加え、AI に意図

的に視野を広げ、思考の枠を超えるよう指示します。 

3. 具体的なアウトプットの指定: 求めるアイデアの件数（10 件）、および各案に

付随すべき評価軸（新規性と実現可能性）を明確に定義します。 

プロンプト例 

「当社の秘密技術課題について入力します：[ここに秘密課題の詳細を記述] 

この課題に対して、異業種での応用可能性を含め、新規用途案と技術的解決策を 10

件提案してください。各案の新規性と実現可能性も評価してください。」 

期待される成果 

• 効率化のインパクト: アイデア収束 → 3 倍速 

• 高付加価値の創出: AI は、人間では気づきにくい異分野の技術やビジネスモ

デルの類似性を見出し、それらを組み合わせることで、「盲点」となっていた新

規発明領域を発見します。これにより、単発の発明に留まらず、周辺技術まで

含めた強固な特許網の構築へと繋がる戦略的なアイデア創出が可能になりま

す。 

発想展開フロー 

従来のワークショップ AI 活用ワークショップ 

1. 課題の説明・共有（30 分） 1. 課題を AI に入力・初期案生成（10 分） 
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2. アイデア出し・付箋作成（60 分） 2. AI 生成案をたたき台に議論（40 分） 

3. グルーピング・整理（30 分） 3. 議論内容を AI に再入力・精緻化（10 分） 

4. アイデア評価・選定（60 分） 4. 優先順位付け・次アクション決定（30 分） 

合計：半日～1 日 合計：約 2 時間 

このようにして創出された価値ある発明を確実に保護し、事業上のリスクを排除する

ため、次は AI を知財の防御的側面、すなわち契約・法務領域で活用する方法を見て

いきます。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

5. ユースケース④：契約・訴訟対応シナリオ策定 

契約書のレビューや訴訟リスクの分析は、高度な専門知識と細心の注意を要する業

務です。本ユースケースは、AI をリーガルアナリストとして活用し、自社の秘密契約書

の内容を膨大な公開判例データと照合させることで、潜在的なリスクを網羅的に洗い

出し、有利な交渉戦略を策定する支援を行います。 

目的 

秘密契約書×公開判例データで AI リスク診断と交渉論点抽出 

プロンプト構築ガイド 

高精度なリスク分析を行うためのプロンプトは、以下の要素で構成します。 

1. 文書の入力: 「以下の当社秘密契約書を分析してください：」という前置きの

後、分析対象の契約書テキストを貼り付けます。 

2. 分析の軸を指定: 比較対象として「公開判例データ」を明記し、分析の方向性

を定めます。 

3. 求めるアウトプットの形式を指定: AI に「潜在的なリスクマップ」と「交渉すべき

重要論点」という二つの具体的なアウトプットを生成するよう指示します。 

プロンプト例 

「以下の当社秘密契約書を分析してください：[ここに契約書内容を記述] 
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この契約書と公開判例データを比較し、潜在的なリスクマップと交渉すべき重要論点

を提示してください。」 

期待される成果 

• 効率化のインパクト: 契約チェック 数日 → 数分 

• 高付加価値の創出: この手法により、経験豊富な法務担当者でも見落としが

ちなリスクや、判例に基づいた客観的な不利条項を高精度で特定できます。

AI は分析結果をリスクマップや重点交渉論点リストといった具体的で実行可

能な形式で提示し、戦略的な交渉準備を強力に後押しします。 

o リスクマップ: 発生確率と影響度の 2 軸で「知財権条項欠落」や「賠償

上限額」といったリスクを可視化 

o 重点交渉論点リスト: 交渉時に優先して修正・確認すべき条項を具体

的かつ客観的な根拠と共にリストアップ 

 ① 知的財産権条項：共同開発成果の帰属が不明確 

 ② 賠償責任上限：市場平均と比較して自社不利 

 ③ 秘密保持期間：競合他社と比較し短期設定 

----------------------------------------------------------------------

----------  

6. まとめと今後のアクションプラン 

本マニュアルで示したユースケースは、理論から実践への第一歩です。この変革を部

門全体の文化として定着させるためには、明確な実行計画が不可欠です。この最終

セクションでは、レベル 2 活用の核心を再確認し、具体的なアクションプランを提示し

ます。 

レベル 2 の狙い・意義 

レベル 2 への移行は、以下の 3 つの本質的な変革を目指すものです。 

• 秘密情報の安全な活用: 自社専用環境を整備し、最も価値のある情報資産を

セキュアに運用する。 

• 価値創出領域への本格参入: 単なる作業の効率化を超え、分析の質向上に

よる戦略的な価値創造を主目的とする。 
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• 業務プロセス変革の実現: PoC（概念実証）の段階を終え、AI 活用を日常業務

の標準ワークフローへと統合する。 

アクションプラン 

以下のステップに従い、計画的にレベル 2 への移行を推進します。 

1. 自社専用環境の構築 (1 ヶ月): 社内ネットワークおよびサーバー上に、セキュ

アな AI 実行環境を整備します。 

2. セキュリティ体制確立 (2 週間): 情報セキュリティ部門と連携し、AI への情報

の入出力に関する管理体制とルールを構築します。 

3. 業務プロセス改革 (1 ヶ月): 本マニュアルのユースケースを参考に、従来の

業務プロセスを AI 活用を前提とした形に再設計します。 

4. 経営成果の可視化 (四半期): 時間・コスト削減といった定量的な指標と、分

析品質の向上といった質的な成果の両面から活用効果を測定し、経営層へ報

告します。 

生成 AI の活用は、レベル 2 で完結するものではありません。これは、AI 活用を全部

門に展開し全社的な知見を統合する「レベル 3：戦略統合」、さらには社外パートナー

とも連携して新たな事業価値を共創する「レベル 4：価値創造」へと続く、壮大な戦略

変革の重要なマイルストーンです。本マニュアルを羅針盤とし、全部門一丸となって

知財業務のデジタルトランスフォーメーションを推進していきましょう。 
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